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Synops毒S: T的e　隅Obiいもype;紬m甚-Pa的　射ずferenも岳al absorpもion laser radar

sys息e際　的s deve宅oped fOr　闘easure悶emも　¢ず　NO2　c¢nCemもraもion, especialty aも

も的e p召aces above　亀no ar¢umd mads｡　The sysもem 闇as designed and constructed

o閃　紬e　ぬS岳s　ゆず　resu摘S　¢ず　prelii毒mary exa悶抽象も毒om Oず　ouもdoor experiments.

Tわe sysもe闘　OPe相もes in　紬e　ずillly si悶u盲も亀neous dual　嗣Ode｡　巨も　has　的e

advantages of bistatic type and　打Ionostatic type laser radar.

はじめもこ　　　　大気汚染物質の主役ともいうべきN02は､様々な抑制が試みられているにも

かかわらず､依然として減少傾向を見せていない｡その排出源は煙突などの固定排出源からのも

のと､自動車による移動排出源によるものとに区別きれる｡我々はこれまで､ N O2濃度計測用

D　王A Lシステムの製作を行ってきており､既に､固定排出源である煙突からの媒慶中に含まれ

るⅣ02の濃度計測が可能になっている日｡このシステムは固定設置型であったため､計測対象

域が限定されている｡そこで今回は､計測域の拡大を狙い､特に移勤排出源による影響が大きい

道路周辺での計測を可能にすべく､車載形D I A Lシステムへの改良を行ったので報告する｡

逸_塵ぬめの予備実数　　　車載型の場合における問題点を明確にするため､従来から使用され

ていた､固定設置型システムを簡単に手直しただけのシステムを計測寮に載せ､道路付近で予備

的なフィールド計測を行った｡計測例をF i g　　　に示す｡ 1 53m離れた横断歩道晴上の道路

案内板を反射体とした｡各点は1 000回の積

算平均(2分間)が取られている｡平均的な濃

度は　　　　　O p p b程度で､瞬間的に非常に

高濃度の値が出現している｡長野県衛生公害研

究所の定常観測結果(昭和53年～60年) 21

では､長野市内の交差点付近での1時間平均値

の最高値は20　0p p b程度の値を示しており､

さらに測定値が､ザルツマン法による　且時間の

平均値であることを考慮すると､道籍上では瞬

間的に数百p p b以上の高濃度の発生も十分に

推察され､予備実験の旦　00p p b程度の激し

い変動結果も､計測時の交通状況を明確に反映

したものと考えている.フィールド計測の予備

実験の結果､種々の改良すべき点が見つけられ

たが､基本的には､多少の改良を施すことで十

分使用できることが確かめられた｡
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Fig.l Example of NO2　concentration

itieasuremenも　above the road.



室鮎設丘L:_製_蛭　　　　車載という限られたスペース内に高感度(D検出器
と大電力を扱う　レ-ザ源が同居しているような場合には､電磁福封的なノイズ成分の除去が大き

な課題として考えられた｡また計測が屋外で､しかも計測車内という厳しい状況下で行われるこ

とから､光学系の調整などを含めてその操作性もにおいてもより優れたものになるよう注意して

改良が進められた｡ F i　　　　に､車載型同時2波長長光拷D I A Lシステムの構成を示す｡送

信系と受信系を一体構造とした｡　レ-ザヘッドやレ-ザ電源などの重量的に重いものは､望遠錆

の架台内にすべてまとめ､望遠鏡には口径に比して軽量なプレネルレンズを使用した｡　しノーザ光

は石英系の大口径大出力用光ファイバを用いて､受信望遠鏡に取り付けられた送信光学系に導か

れる｡光ファイバを用いたことで､数枚のミラーからなる光誘導系に比べて､格段に操作性が向

上した｡このように本システムは､調整･操作の容易性に優れるバイスタティ　ック方式と､電磁

章高射雑音に強いモノスタティ､ソク方式の両方の特長を備えたものとなっている｡　また､計測中の

大気変動に由来する測定誤差成分を極力小さくするため､送信光源には同時2波長発振色素レ-

ザ光を使用すると共に､受信系や処理系においても2現象同時動作が可能なものになっている｡

Fig｡2　Mobil　抽pe D摘L system.

おわり8ここれまで開発してきたシステムに簡単な改良を加え､車載型設計のための予備
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